
資料：内閣府「平成29年度県民経済計算」

サービス
30.3

金融・保険
3.7

建設
4.7

製造業
22.2

農業
0.3 林業

0.0
水産業
0.0
鉱業
0.0

不動産
12.3

電気・ガス・
水道・廃棄物
処理
3.7

卸売・小売
13.1

運輸・郵便
5.6情報通信

4.0

一次
0.4

近　畿
三次
72.7

二次
26.9

資料：内閣府「国民経済計算年報（令和元暦年）」

製造業
20.5

不動産
11.8

農業
0.8 林業

0.0 水産業
0.1
鉱業
0.1

三次
73.0

全　国

二次
26.0

電気・ガス・
水道・廃棄物
処理
3.1

一次
1.0

卸売・小売
12.7

金融・保険
4.1

建設
5.4

サービス
31.1

運輸・郵便
5.4情報通信

4.9

Ⅵ．近　畿　財　務　局

　近畿地方の県民所得のシェアは15. 1％。経済構造は全国とほぼ同様な割合となっている。そのうち製造業は，鉄鋼・化
学などの素材型産業のウェイトが高い反面，輸送用機械などの加工組立型産業のウェイトが低い。また，東大阪市に象徴
される中小企業のウェイトが高いほか，対アジア貿易のウェイトが高いものとなっている。

　1.　近畿地方の経済構造

　（１）　経済構造

　（３）　産業別構造

　（２）　県民所得の各局別ウェイト

北海道 東　北 関　東 北　陸 東　海 近　畿 中　国 四　国 九　州 福　岡 沖　縄

3. 4 6. 0 44. 0 2. 3 12. 3 15. 1 5. 3 2. 6 3. 5 4. 9 0. 8

資料：内閣府「平成29年度県民経済計算」

全　国

化学
9.0%

その他
10.5%

紙・パルプ
2.3%

木材・木製品・
家具 1.4%

電子部品・
デバイス

4.9%

窯業・土石
2.4%業務用

機械
2.1%

輸送用機械
21.1%

印刷
1.5％

食料品・飲料・
たばこ・飼料

11.9%

石油・石炭製品
4.5%

電気機械
5.7%

情報通信機械
2.1%

金属製品
4.8%鉄鋼

5.6%
はん用
機械
3.7%

生産用
機械
6.6%

資料：経済産業省「2019年工業統計調査」
（注）端数整理の関係で構成比の計があわない場合がある。

化学
11.1%
化学
11.1%

その他
12.0%
その他
12.0%

石油・
石炭製品

4.3%

石油・
石炭製品

4.3%

食料品・飲料・
たばこ・飼料

11.8%

食料品・飲料・
たばこ・飼料

11.8%

木材・木製品・
家具 1.3%

木材・木製品・
家具 1.3%

紙・パルプ
2.0%

紙・パルプ
2.0%

窯業・土石
2.4%

窯業・土石
2.4%

電子部品・
デバイス

4.2%

電子部品・
デバイス

4.2%

金属製品
6.4%

金属製品
6.4%

印刷
1.8%
印刷
1.8%

鉄鋼
8.0%
鉄鋼
8.0%

電気機械
7.5%

電気機械
7.5%

近　畿

情報通信機械
1.2%

情報通信機械
1.2%

生産用機械
7.8%

生産用機械
7.8%

業務用機械
2.1%

業務用機械
2.1%

輸送用機械
9.3%

輸送用機械
9.3%

はん用
機械
6.7%

はん用
機械
6.7%
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　2.　管内の主要産業分布図

　3.　特色ある経済指標
　近畿財務局管内の経済規模は，域内総生産が全国比約15%となっているほか，多くの指標に見られるように総じて15～20%
のウェイトを有している。（グラフ１）
　貿易構造はアジア向け輸出のウェイトが高く，特に中国向けでは電気機器のウェイトが高い。（グラフ２，３）
　生産活動を製造品出荷額等でみると，業種別では加工組立型産業のウェイトが低く，規模別では中小企業のウェイトが高い。

（グラフ４，５）
　また，工場立地件数は30年は前年を上回り，元年上期も前年同期を上回っている。（グラフ６）

バルブ

信楽陶器

高島織物

西陣織

酒造

靴下
製薬

特殊織物
綿スフ
織物

丸編ニット
染料

木材

金物
皮革

ケミカル
シューズ

線香

播州織物

かばん
丹後ちりめん

和歌山県

奈良県

大阪府

京都府

兵庫県
滋賀県

大阪大阪市 奈良市

和歌山市

京都市

神戸市

市
津
大

◎◎◎

◎

◎
酒造

綿スフ
織物
綿スフ
織物

◎

化　学
鉄　鋼
食料品 輸送用機械

電気機械

化　学

飲料・たばこ・飼料

輸送用機械
食料品

化　学
金属製品
生産用機械

◎
（凡例）

府県庁所在地
主要産業

無印 特色のある地場・伝統産業

ねじ
自転車
線材製品
毛布
タオル

業務用機械
輸送用機械
食料品

鉄　鋼
石油・石炭
化学
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0 20 40 60 80 100近畿圏輸出総額：15兆3,695億円
　　　　（全国シェア：22.5％）

アジア向け　68.4％

（％・令和２年
 　　　全国・近畿）

【グラフ２】輸出国・地域別シェア

（資料）財務省，大阪税関「貿易統計」

米国
18.4

ＥＵ
9.4

アジア
（除く中国）

35.3

中国
22.0

その他
14.9全国

米国
13.4

ＥＵ
9.6

アジア
（除く中国）

41.6

中国
26.8

その他
8.6近畿

アジア向け　53.0％アジア向け　57.3％

3.　特　　　色　　　あ　　　る　　　　　　　　　　経　　　済　　　指　　　標（続） 

【グラフ１】近畿地域の経済規模（全国ウェイト）

（19.3）

（22.5）

（15.6）

（16.0）

（18.0）

（15.1）

（15.3）

（16.3）

（7.2）

0.0 5.0 10.0 15.0 20.0 25.0

20,527千人（令和元年10月1日現在）

630,424億円（平成29年度）

33,382ヶ所（平成30年）

529,515億円（平成30年）

227,022億円（平成28年）

153,695億円（令和２年）

27,352k㎡（令和２年10月1日現在）

859,000億円（平成29年度）

130,973億円（令和２年）

（注）項目下の（　）内はデータ出所。

輸 入 通 関 額
（大阪税関）

輸 出 通 関 額
（大阪税関）

小 売 販 売 額
（経済産業省）

製造品出荷額等 
（経済産業省）

製造業事業所数 
（経済産業省）

県　民　所　得
（内閣府）

県 内 総 生 産
（内閣府）

人　　　　　口
（総務省）

面　　　　　積
（国土地理院）

（％）

一般機械
18.0

一般機械
18.0

原料別製品
12.0

原料別製品
12.0

化学製品
17.4

化学製品
17.4

鉱物性燃料
0.5

原料品
1.2

食料品
1.2

輸送用機器
0.8

その他
16.0

その他
16.0

電気機器
32.9

電気機器
32.9

（資料）大阪税関「貿易統計」

（％・令和２年）

【グラフ３】 うち中国向け品目別シェア
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3.　特　　　色　　　あ　　　る　　　　　　　　　　経　　　済　　　指　　　標（続） 

0 20 40 60 80 100

（％・30年）【グラフ４】製造品出荷額等の業種別構成比

基礎素材型 加工組立型 生活関連型

（資料）経済産業省「令和元年 工業統計」

全国 37.3 46.2 16.5

近畿 42.9 18.238.9

0 20 40 60 80 100

大企業（300人以上） 中小企業（300人未満）

（資料）経済産業省「令和元年 工業統計」

（％・30年）【グラフ５】製造品出荷額等の規模別構成比

全国 53.5 46.5

近畿 46.8 53.2

【グラフ６】工場立地件数

（資料）経済産業省，近畿経済産業局「工場立地動向調査」

※電気業（うち，水力発電所，地熱発電所及び太陽光発電所は除く）を含む。

（年，半期）兵庫 大阪 滋賀 京都 奈良 和歌山

159

194
210

257
242
259

143
125
148
164

138 136

173

146 145

171
155

81
69 73 68 66

80 81
96

48

0

50

100

150

200

250

300

15年16年17年18年19年20年21年22年23年24年25年26年27年28年29年30年元年

（件）

24年
上
25年
上
26年
上
27年
上
28年
上
29年
上
30年
上
元年
上
2年
上
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局
長
会
議
報
告
事
例
１

�
（

令
和

２
年

10
月

，
令

和
３

年
１

月
会

議
報

告
）　

 　
　

「
デ
ジ
タ
ル
化
・
オ
ン
ラ
イ
ン
化
へ
の
更
な
る
対
応
」

•
接
触
機
会
を
増
や
せ
な
い
中
、
現
在
は
店
舗
販
売
が
中
心
で
E
C
が
遅
れ
て
い
る
状
況
。
E
C
と
リ
ア
ル
を
融
合
し
て
、
直
接
対
面
し
な
く
て

も
買
い
物
し
て
も
ら
え
る
仕
組
み
を
整
え
る
こ
と
が
必
要
。

【
大
企
業
・
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
】

•
感
染
症
拡
大
に
よ
り
、
顧
客
訪
問
を
Ｗ
ｅ
ｂ
会
議
や
ウ
ェ
ビ
ナ
ー
へ
変
更
し
て
い
る
ほ
か
、
在
宅
勤
務
な
ど
オ
ン
ラ
イ
ン
を
活
用
し
た
業
務

が
増
加
し
て
い
る
た
め
、
こ
れ
ら
を
円
滑
か
つ
効
果
的
に
運
用
す
る
た
め
、
ハ
ー
ド
／
シ
ス
テ
ム
面
で
継
続
的
な
改
善
が
必
要
。

【
大
企
業
・
そ
の
他
製
造
】

「
既
存
事
業
の
需
要
減
少
へ
の
対
応
」

•
収
益
の
半
分
を
自
動
車
関
連
事
業
が
占
め
て
い
た
た
め
、
世
界
的
な
自
動
車
関
連
の
停
滞
に
よ
っ
て
、
受
注
は
急
激
に
減
少
。

【
中
小
企
業
・
そ
の
他
製
造
】

•
テ
レ
ワ
ー
ク
の
浸
透
な
ど
生
活
様
式
の
変
化
に
伴
い
、
仕
事
帰
り
の
立
ち
寄
り
ニ
ー
ズ
が
減
少
し
て
い
る
等
、
顧
客
の
変
化
を
捉
え
て
い

く
必
要
が
あ
る
。

【
大
企
業
・
百
貨
店
】

「
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
多
元
化
・
強
靭
化
」

•
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
に
つ
い
て
は
、
協
力
会
社
の
稼
働
状
況
に
左
右
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
を
い
か
に
安
定
さ
せ
る
か
が
課
題
。

【
中
堅
企
業
・
生
産
用
機
械
】

•
海
外
生
産
拠
点
が
中
国
一
社
の
み
で
あ
っ
た
た
め
、
現
地
工
場
が
閉
鎖
に
な
っ
た
際
、
供
給
難
に
陥
っ
た
。

【
中
堅
企
業
・
電
気
機
械
】

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
で
浮
き
彫
り
と
な
っ
た
企
業
の
課
題
と
そ
の
対
応


足
下
に
お
い
て
、約

63
.5
％
の
企
業
が
「減

少
」と
回
答
す
る
な
ど、
依
然
とし
て
厳
しい

状
況
。


一
方
で
、「
減
少
」と
回
答
、特

に
「5
割
以
上
の
減
少
」、
「２

～
５
割
程
度
の
減
少
」と
回
答
した

企
業
の

割
合
は
、過

去
の
調
査
と比

較
して

低
下
して

い
る
な
ど、
持
ち
直
しの

動
き
も
み
られ

る
。


た
だ
し、
企
業
か
らは

、足
下
の
感
染
症
再
拡
大
の
影
響
を
懸
念
す
る
声
が
聞
か
れ
て
い
る
。

「
増
加
」

•
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、
パ
ソ
コ
ン
な
ど
の
在
宅
勤
務
関
連
商
品
や
大
型
テ
レ
ビ
な
ど
の
巣
ご
も
り
関
連
商
品
等
が
好
調
。

【
大
企
業
・
家
電
量
販
店
】

「
特
に
影
響
な
し
」

•
産
業
界
全
体
で
は
、
自
動
化
、
省
力
化
、
省
人
化
の
た
め
の
設
備
投
資
意
欲
は
減
退
し
て
い
な
い
た
め
、
特
に
影
響
は
な
い
。

【
大
企
業
・
業
務
用
機
械
】

「
２
割
以
内
の
減
少
」

•
自
動
車
用
製
品
は
前
年
同
期
並
み
に
回
復
し
て
い
る
。
一
方
、
一
般
産
業
用
製
品
は
海
外
で
は
ほ
ぼ
順
調
に
推
移
し
て
い
る
が
、
国
内

で
は
依
然
と
し
て
回
復
の
兆
し
が
見
え
な
い
。

【
大
企
業
・
そ
の
他
製
造
】

•
巣
ご
も
り
需
要
を
受
け
、
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
等
関
連
の
物
流
は
好
調
で
あ
っ
た
も
の
の
、
ア
パ
レ
ル
、
住
宅
等
の
物
流
が
減
少
と
な
り
、
全

体
で
も
減
少
と
な
っ
た
。

【
大
企
業
・
陸
運
】

「
２
～
５
割
程
度
の
減
少
」

•
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
現
在
も
営
業
活
動
が
制
限
さ
れ
、
海
外
へ
の
納
品
が
遅
れ
て
い
る
。
ま
た
、
顧
客
が
設
備
投
資
を
延
期
さ
せ
る

動
き
が
続
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
期
は
受
注
も
売
上
も
前
年
の
6
割
程
度
と
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
る
。
【
中
堅
企
業
・
生
産
用
機
械
】

「
５
割
以
上
の
減
少
」

•
足
下
で
は
国
内
向
け
売
上
だ
け
で
み
れ
ば
9
0
％
程
度
ま
で
回
復
し
て
き
て
い
る
が
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
売
上
比
率
が
半
分
以
上
を
占
め
て

い
た
影
響
か
ら
、
全
体
売
上
で
は
前
年
比
5
割
以
上
の
減
少
と
な
る
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
る
。

【
中
小
企
業
・
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
】

企
業
等
の
声

足
下
の
状
況

浮
き
彫
りと
な
った
課
題

5社
(7

.0
%

)

5社
(7

.0
%

)

0社
(0

.0
%

)

5社
(7

.0
%

)

50
社

(7
0.

4%
)

18
社

(2
5.

4%
)

42
社

(5
9.

2%
)

0社
(0

.0
%

)

2社
(3

.8
%

)

6社
(1

1.
5%

)

15
社

(2
8.

8%
)

41
社

(7
8.

8%
)

12
社

(2
3.

1%
)29

社
(5

5.
8%

)

0%
20

%
40

%
60

%
80

%
10

0%

⑦
特
に
な
し

⑥
そ
の
他

⑤
事
業
拠
点
の
特
定
国
・地
域
へ
の
集
中
の
緩
和

④
サ
プ
ライ
チ
ェー
ン
の
多
元
化
・強
靭
化

③
デ
ジ
タル

化
・オ
ン
ライ
ン
化
へ
の
更
な
る
対
応

②
既
存
事
業
の
需
要
拡
大
へ
の
更
な
る
対
応

①
既
存
事
業
の
需
要
減
少
へ
の
対
応

製
造
業

非
製
造
業

（
注
）
回
答
社
数
：

12
3社

（
複
数
回
答
）

企
業
等
の
声

＜
調
査
の
概
要
＞

新
型
コロ
ナ
ウ
イル

ス
感
染
症
が
企
業
活
動
に
及
ぼ
す
影
響
や
そ
の
対
応
策
に
つ
い
て
、

管
内
の
企
業
等
を
対
象
に
ヒア
リン
グ
調
査
を
実
施
。

（
１
）
調
査
対
象
：
管
内
経
済
情
勢
報
告
を
取
りま
とめ
る
際
に
従
来
か
ら

継
続
的
に
ヒア
リン
グ
を
実
施
して

い
る
企
業
等

（
２
）
調
査
方
法
：
ヒア
リン
グ
調
査

調
査
期
間
：
20

20
年
12
月
中
旬
～
20
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年
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期
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中
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20
20
年
10
月
中
旬
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%

1
3
.0

%

1
9
.1

%

1
2
.9

%

8
.1

%

5
.7

%

4
1
.7

%

4
1
.1

%

3
6
.6

%

3
0
.9

%

1
5
.7

%

1
9
.4

%

2
2
.0

%

2
2
.8

%

6
.1

%

1
2
.9

%

1
7
.9

%

2
7
.6

%

増
加

特
に
影
響
な
し

２
割
以
内
の
減
少

２
～
５
割
程
度
の
減
少

５
割
以
上
の
減
少

平
常
時
と
比
較
し
た
企
業
業
績
（
足
下
の
感
染
症
に
よ
る
影
響
）

（
注
）
回
答
社
数
：

1
1
5
社

8
1
.3

%

7
6
.4

%

7
3
.4

%

感
染
症
の
影
響
が

最
も
大
き
い
時
期

（
前
々
回
調
査
）

6
~

7
月
時
点

（
前
々
回
調
査
）

1
2
~
１
月
時
点

（
今
回
調
査
）

「減
少
」

9
~

1
0
月
時
点

（
前
回
調
査
）

6
3
.5

%
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局
長
会
議
報
告
事
例
２

�
（

令
和

２
年

10
月

会
議

報
告

）　
 　

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
拡
大

で
浮

き
彫
り
と
な
っ
た
企

業
の
課
題
と
そ
の
対

応

新
た
な
事
業
展
開
の
芽
生
え
①

（
製
造
・大
企
業
）

～
サ
プ
ラ
イ
チ
ェー
ン
の

D
X化

で
事
業
拡
大
へ
～

新
た
な
事
業
展
開
の
芽
生
え
②

（
医
療
・ベ
ン
チ
ャー
）

～
国
内
初

遠
隔
リハ
ビ
リの
治
験
ス
タ
ー
ト
～

中
西
金
属
工
業
㈱

〔本
社
〕
大
阪
市
北
区

〔創
業
〕

19
24

(T
13

)年
〔社

長
〕
中
西

竜
雄

〔従
業
員
〕

4,
47

9名
〔資
本
金
〕

25
億
円

〔売
上
高
〕

83
8億
円

〔事
業
内
容
〕
自
動
車
・住
宅
関
連
等
の
ベ

ア
リン
グ
（
国
内
首
位
）
や
精
密
金
型
等
を

製
造
す
る
老
舗
金
属
加
工
メー
カー
。

物
流
面
で
は
無
人
搬
送
車
な
どを
製
造
。

新
事
業
参
入
の
背
景


人
口
減
少
社
会
の
中
、若

者
の
自
動
車
離
れ
や
カー
シ
ェア
リン
グ
化
、電

気
自
動
車
の

普
及
な
どに
よ
って
将
来
的
に
は
自
動
車
部
品
市
場
が
縮
小
して
い
くこ
とを
見
越
し、
数

年
前
か
ら物

流
の
事
業
領
域
に
参
入
。物

流
の
自
動
化
・省
力
化
に
向
け
て
、デ
ジ
タル
を

活
用
した
無
人
フォ
ー
クリ
フト
や
自
動
倉
庫
の
製
造
・開
発
な
どに
力
を
入
れ
て
き
た
。


製
造
物
流
の
現
場
で
は
、個

人
ドラ
イバ
ー
も
入
り交

じり
、紙

伝
票
や
電
話
で
の
や
りと
り

な
どア
ナ
ログ
な
手
続
き
も
多
か
った
こと
か
ら、
製
造
元
か
ら搬

送
先
ま
で
の
取
引
情
報
一

元
化
や
効
率
化
とい
った
ニ
ー
ズ
に
目
を
付
け
、新

た
な
物
流
シ
ス
テ
ム
を
検
討
して
い
た
。


新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
り、
「対
人
接
触
リス
ク
の
回
避
」と
い
った
新
た
な
ニ
ー
ズ
も

生
ま
れ
、サ
プ
ラ
イ
チ
ェー
ン
の
Ｄ
Ｘ
化
に
対
す
る
注
目
が
更
に
高
ま
る
。

製
造
物
流
シ
ス
テ
ム
を
新
た
な
柱
に


ア
プ
リ会

社
と共

同
で
ブ
ロ
ック
チ
ェー
ン
を
使
った
製
造
業
者
・運
送
業
者
向
け
の
物
流

シ
ス
テ
ム
を
開
発
し、
今
年

11
月
か
ら提

供
予
定
。ト
ラッ
クの
配
送
や
納
品
状
況
を
デ
ジ

タル
で
一
括
管
理
し関

係
者
間
で
リア
ル
タイ
ム
に
情
報
を
把
握
・共
有
で
き
る
こと
に
加
え
、

対
人
接
触
や
出
社
を
減
ら
す
こと
も
可
能
とな
る
。ま
た
、ブ
ロッ
クチ
ェー
ン
は
情
報
の
改
ざ

ん
が
事
実
上
不
可
能
な
た
め
、シ
ス
テ
ム
整
備
が
十
分
で
な
い
中
小
事
業
者
で
も
正
確
に

情
報
を
残
せ
る
よ
うに
な
り、
トラ
ブ
ル
防
止
も
期
待
で
き
る
。

製
造

物
流

の
D

Xに
参

入
し
、

将
来

的
な
収

益
の

柱
へ


同
社
の
物
流
事
業
の
年
間
売
上
は
、無

人
フォ
ー
クリ
フト
や

自
動
倉
庫
の
製
造
・販
売
に
よ
り約

5億
円
。新

物
流
シ
ス
テ

ム
で
は
、利

用
に
応
じた
月
額
料
金
を
受
け
取
る
ビジ
ネ
ス
モデ

ル
を
描
き
、3
年
後
に
は
売
上
を

25
億
円
程
度
ま
で
引
き
上
げ

る
計
画
。将

来
的
な
製
造
物
流
無
人
化
（
トラ
ック
輸
送
の

自
動
化
等
）
の
実
現
も
見
据
え
な
が
ら、
も
の
づ
くり
だ
け
に

頼
ら
な
い
成
長
戦
略
を
加
速
さ
せ
る
。

（
中
西
金
属
工
業
の
自
動
倉
庫
）

㈱
リモ
ハ
ブ

〔会
社
概
要
〕
「遠
隔
医
療
を
デ
ザ
イン
し、
世
界
一
の
在

宅
疾
病
管
理
プ
ラッ
トフ
ォー
ム
を
創
る
」こ
とを
目
標
に
、

20
17
年
に
創
業
した
医
療
用
機
械
器
具
ベ
ン
チ
ャー
。

新
事
業
参
入
の
背
景


心
臓
疾
患
を
抱
え
る
高
齢
者
等
は
年
々
増
加
して
い
る
も
の
の
、週

3回
の
通
院
が
ネ
ック

とな
り、
必
要
な
リハ
ビ
リを
継
続
で
き
る
者
は
１
割
に
も
満
た
な
い
。リ
ハ
ビリ
を
怠
る
こと

で
心
臓
疾
患
（
死
因
別

2位
）
等
の
再
発
リス
クも
高
ま
る
こと
か
ら、
継
続
す
る
こと
が
可

能
とな
る
リハ
ビリ
環
境
の
提
供
が
重
要
。


通
信
環
境
の
社
会
イン
フラ
も
整
い
つ
つ
あ
り、
ウ
ェア
ラブ
ル
ヘ
ル
ス
ケ
ア
の
習
慣
も
徐
々
に

広
が
りつ
つ
あ
る
こと
を
踏
ま
え
、在

宅
で
で
き
る
リハ
ビリ
に
着
目
し開

発
を
進
め
て
い
た
。


新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
で
、高
齢
者
等
へ
の
感
染
を
防
止
す
る
た
め
緊
急
事
態
宣
言
中

は
7割

の
医
療
機
関
が
リハ
ビ
リ部

門
の
患
者
受
入
れ
を
停
止
。オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
の
恒

久
化
の
検
討
開
始
や
病
院
経
営
逼
迫
の
問
題
な
ども
あ
り、
一
気
に
注
目
が
高
ま
る
。

通
院
が
当
然
で
な
い
時
代
へ


①

Io
T化

させ
た
「エ
クサ
サ
イズ
バ
イク
」、
②
患
者
の
負
荷
状
態
を
映
像
で
モ
ニ
タリ
ン
グ

す
る
タブ
レ
ット
、③

心
電
波
形
を
取
得
す
る
「ウ
ェア
ラブ
ル
心
電
計
」を
組
み
合
わ
せ
た
『リ

モ
ハ
ブ
シ
ス
テ
ム
』を
開
発
。医

療
者
が
在
宅
で
リハ
ビリ
す
る
患
者
を
観
察
し負

荷
調
整

等
を
行
うこ
とも
で
き
る
た
め
、病

院
に
行
か
な
くて
も
、従

来
の
リハ
ビリ
と同

じよ
うな
環
境

で
リハ
ビリ
を
継
続
す
る
こと
が
で
き
る
メリ
ット
。

Io
T医

療
機

器
を
開

発
し
、

在
宅

リ
ハ

ビ
リ
可

能
へ


同
シ
ス
テ
ム
は
、今

年
７
月
よ
り治

験
を
開

始
。医

療
機
器
とし
て
の
承
認
等
を
経
て
、

３
年
後
の
実
用
化
を目

指
す
。


コロ
ナ
禍
で
引
き合

い
が
急
増
。健
康
増

進
に
よる
医
療
費
削
減
、病
院
経
営
の
安

定
化
、過
疎
地
病
院
問
題
、介
護
離
職
防

止
とい
った
社
会
の
課
題
を
克
服
す
る
仕
組

み
とし
て
も
注
目
が
高
まっ
て
い
る。

〔本
社
〕
大
阪
府
吹
田
市

〔創
業
〕2

01
7(

H
29

)年
〔C

 E
 O
〕
谷
口

達
典

〔従
業
員
〕

20
名

〔資
本
金
〕

2億
円

〔累
計
調
達
額
〕4
億
円

【リ
モ
ハ
ブ
シ
ス
テ
ム
】
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